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報道機関 各位 
 
                   札幌医科大学・熊本大学 

日本人と欧米人で異なる脳内ネットワーク活性化 

－人は相手の話を聴く際、口の動きの視覚情報を 

どのように聴覚情報と統合するか－ 
 

（概要説明） 

札幌医科大学医学部神経科学講座の篠崎淳助教および熊本大学文学部認知

心理学研究室の積山薫教授、国際電気通信基礎技術研究所（ATR）らのグル

ープは、対面話者の話を聴く際に脳内ネットワークの活性化の仕方が、日本

語母語者と英語母語者で異なることを明らかにした。機能的MRI（ fMRI）と

呼ばれる脳活動計測手法を用いた研究の結果で、日本人の特徴を示す世界的

にもユニークな研究として注目される。  

 

（説明）  

対面話者の話を聴く際、口の動きという視覚的な情報が音声の聞こえに影

響を与え、視聴覚統合（視覚と聴覚それぞれの感覚からの情報をまとめ上げ

ること）が生じることが広く知られている。しかし、日本語母語者の場合に

は、英語母語者ほどには視覚情報による影響を受けないことが、これまでの

積山教授らの研究で分かっていた。そこで、こうした母語による違いが脳活

動のどのような差異と関係しているのかを調べるために、札幌医科大学、熊

本大学、国際電気通信基礎技術研究所らのチームが、 fMRI を用いて日本語

母語者と英語母語者（留学生）の大学生それぞれ 20 数名の脳活動を計測し

た。  

得られたデータに対して、篠崎助教らが脳活動パターンの解析を実施した

結果、両群の違いが明らかとなった。英語母語者では、視覚的な運動情報を

処理する MT 野という部位と一次聴覚野との機能的結合が日本語母語者より

有意に強かった。つまり、英語母語者では情報処理の入り口に近い脳部位で

視覚情報と聴覚情報がすでに交わっているのに対して、日本語母語者では、

視覚情報と聴覚情報のそれぞれの処理がもう少し進んだ後の段階でやっと、

両者が限局的に交わることが示唆される。この結果は、従来知られていた日
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本語母語者と英語母語者の音声知覚における視聴覚統合の行動的差異を、脳

内ネットワークの活性化パターンの違いから裏づけるものであり、英語母語

者は耳から聞こえる音の脳内処理と口の動きの脳内処理が密に連携している

のに対して、日本語母語者では、この連携が弱いという違いが明らかとなっ

た。  

外国語学習において、ビデオ、すなわち音だけでなく話者の視覚情報も用

いると効果的なのではないかという研究において、日本語母語者ではビデオ

の効果がなかなか見られないとの報告がある。その背景には、今回の発見に

見られるような日本人の情報処理の特徴があると考えられる。  

  

 この研究成果は、イギリスのオープン・アクセス・ジャーナル Scientific 

Reports に日本時間平成 28 年 8 月 11 日 18 時（UK 時間平成 28 年 8 月 11

日午前 10 時）掲載される。 
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・国立研究開発法人情報通信研究機構の委託研究「脳活動推定技術高度化の

ための測定結果推定システムに向けたモデリング手法の研究開発」（平成 25

年－29 年）  

 



 

今回観察された機能的結合：  

英語母語者、日本語母語者の機能的結合のパターンは異なり、両群の差を統計的に

調べると、一次聴覚野と MT 野との結合は英語母語者の方が強かった。  

（図は論文より：領域間の線がネットワークの繋がりを示す）  
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